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病様小腸炎の一例．第 109 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020 年 6 月 19 日-20 日 

紙上発表 

15. 平井 哲、今村祥子、桑原 愛、柿ヶ尾佳奈、中鋪 卓、東 俊太朗、大仁田 賢、牧山和也、井上

健一郎、赤澤祐子、中島正洋、中尾一彦： 長期間のボノプラゾン投与による高ガストリン血症が原



因と考えられた多発過形成性ポリープに混在した早期胃癌の一例．第 109 回日本消化器内視鏡

学会九州支部例会．2020 年 6 月 19 日-20 日 紙上発表 

16. 丸屋 安広、金高賢悟、赤澤祐子、山口直之、小林慎一朗、砂河由理子、米田 晃、虎島泰洋、

伊藤信一郎、江口 晋： 自家口腔粘膜上皮細胞シート移植による食道再生医療後組織の遺伝子

損傷応答の検討．第 19 回日本再生医療学会総会．2020 年 3 月 12 日-14 日 横浜 

17. 荻原久美、松島加代子、植松梨華子、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、赤澤祐子、山口直之、

竹島史直、中尾一彦： 進行食道癌化学放射線療法後局所再発に対し、光線力学的治療及びサ

ルベージ ESD が奏功した一症例．第 16 回日本消化管学会総会学術集会．2020 年 2 月 7 日-8

日 姫路  

 

ポスター発表 

1. 橋口慶一、植松梨華子、川﨑寛子、東郷政明、塩田純也、荻原久美、田渕真惟子、北山 素、松

島加代子、 南 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、大仁田 賢、中尾一彦: 多発非乳頭部十二指腸

腫瘍についての検討．第 62 回日本消化器病学会大会．2020 年 11 月 5 日-8 日 神戸 ハイブリ

ッド形式開催 

2. 赤澤祐子、松田勝也、中尾一彦、中島正洋: NAFLD における 53BP1 を用いた遺伝子損傷応答

の可視化．第 109 回日本病理学会総会．2020 年 7 月 1 日-31 日 WEB 開催 

3. 三浦史郎、三原裕美、梅崎 靖、添田李子、松岡優毅、大坪智恵子、白藤智之、本田琢也、伊東

正博、中島正洋: 大腸発現の多発性 PEComa の 1 例．第 109 回日本病理学会総会．2020 年 7

月 1 日-31 日 WEB 開催 

4. 三原裕美、三浦史郎、梅崎 靖、黒濵大和、大坪智恵子、松岡優毅、添田李子、森 彩加、山川光

徳、伊東正博: 成人の慢性顎下腺炎/リンパ上皮性顎下腺炎内に見られたランゲルハンス細胞組

織球症の一例．第 109 回日本病理学会総会．2020 年 7 月 1 日-31 日 WEB 開催 

5. 橋口慶一、大仁田 賢、植松梨華子、川﨑寛子、東郷政明、山本浩之、北山 素、松島加代子、

南 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、竹島史直、中尾一彦: ESD を施行した除菌後発見胃癌につい

ての臨床病理学的特徴．第 92 回日本胃癌学会総会．2020 年 7 月 1 日-31 日 WEB 開催 

 

受 賞 

1. 清水智貴（医学科 4 年）: 第 24 回日本臨床内分泌病理学会学術集会 最優秀賞．2020 年 9 月

25 日 WEB 開催 

2. 黒濵大和: The 4th International Symposium of the Network-type Joint Usage/Research Center 

for Radiation Disaster Medical Science. The Excellence Poster Award. 2020 年 2 月 12 日 広島, 

日本 

 



科学研究費 

1. 中島正洋: 科学研究費補助金（基礎研究 C）: 放射線誘発甲状腺発がん過程の網羅的分子病

理解析: miRNAと変異シグネチャー429 万円 (2020-2022) 

2. 赤澤祐子: 科学研究費補助金（基礎研究 C）: 被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャー解

析 429 万円 (2019-2021) 

3. Mussazhanova Zhanna: 科学研究費補助金（若手研究）: 分子異常をエビデンスとした高リスク乳

頭がんの形態学的形質分析 416 万円 (2019-2021) 

4. 七條和子: 科学研究費補助金（基礎研究 C）: 内部被ばくの分子病理学的影響検出と周辺細胞

の Patho-マイクロドジメトリー解析 442 万円 (2018-2020) 

 

外部資金 

1. 赤澤祐子: 公益財団法人ソロプチミスト日本財団: 放射線被ばく発がんの遺伝子変異シグネチャ

ー解析 300 万円（2019-） 


